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日本神話の郷 霧島岑神社
みね

小林市細野（夷守）4937

（細野中より南へ1.2km直進）

社務所　　  0984‐23‐0855
宮司携帯　090‐3735‐9954

Tel
Fax

霧島岑神社
みね

日本神話の郷
まこてよかとこじ

ゃっど
まこてよかとこじ

ゃっど！

チラシ、伝票、はがき、封筒、シール、ラベル、
名刺、パンフレット、ポスター、チケット、
掛紙、包装紙、カレンダー、カルテ、冊子、
賞状、ステッカー、タオル、のぼり、垂れ幕、
写真撮影、ポイントカード、メニュー表、
Ｔシャツデザイン　　　　　　　　…etc
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素材写真コンテスト

写真／こばやし冬まつり（駅南公園のイルミネーション）



Pickup Event

第 2 回こばやし霧島連山絶景マラソン大会   参加者募集中！

　第２回こばやし霧島連山絶景マラソン大会
を開催します。●距離＝ 1 ㌔（未就学児と保
護者）、２㌔（小学生）、3 ㌔（小学生と保護者・
中学生以上）５㌔・10 ㌔・ハーフマラソン （高
校生以上）●その他：参加料や申込方法は問
い合わせるか、大会ホームページ（上の QR
コードからアクセス）を確認ください。●問：
実行委員会（℡ 22‐7911）

日時／平成 30 年３月４日（日）
場所／ JR 小林駅周辺
　　　スタート・ゴール
申込期限／１月 29 日（月）

３／４

【写真／前回大会】左上）参加者に水を渡す高校生ボランティア。
今年もボランティアを募集しています 右上） 10 ㌔のスタートの
様子左下）ステージイベントも開催 右下） 仮装して走る参加者

２

Municipal
News

小林市が進める政策や

　　　　　　　事業を紹
介します

市政
ニュース

コスモスと生駒高原の新たな活用

　11 月 5 日、 コ ス モ
スを活用した商品開発
と閑散期の生駒高原の
活用を目指し、コスモ
ス染織ワークショップ
と生駒高原 BBQ モニタリングを実施しました。
ワークショップには、三松中の生徒ら 7 人が参
加。コスモスの花でシルクを染めると、生徒ら
は「こんなにきれいにピンク色に染まるんだ」
と口を揃えました。BBQ には、家族連れなど
30人が参加。「記念写真サービスが欲しい」など、
今後につながる意見をいただきました。

「稼ぐ観光」を目指して

野尻町区域お試し移住施設が完成！   

野尻町の移住・定住促進を目指して

　11 月 5 日、今年 6 月から進
めてきた野尻町区域お試し移住
施設（野尻町紙屋地区）が完成
しました。この施設は、野尻町
への移住促進の取り組みの一環
として設置。「市・商工会青年部・
輝けフロンティアのじり合同プ
ロジェクト」を立ち上げ、先進
地の研修視察などを行い進めて
きました。今後、小林、野尻町
区域の移住・定住の拠点の一つ
として活動していきます。
　施設を利用できる人は、「原
則、市外在住で市への移住を希

望している人」で、貸し出し期
間は、最長３ヶ月です。運営は、

「輝けフロンティアのじり」に
委託し、プロモーションと管理
を行っていきます。
　また、11 月５日、内覧会も
開催。野尻町商工会青年部や野
尻中央病院、市議や地域住民な
ど約 30 人が出席し完成を祝い
ました。
　この施設を活用し、今後さら
に野尻町区域の魅力を発信し、
県内外からの移住促進と定住を
取り組んでいきます。 上）施設の外観。下） 内覧会の様子

３ KOBAYASHI 2017.12

小林にゆかりのある「がんばる若者」を紹介！

小林
の

わけ
もん
Vo
l.1
8

まだ、あどけなさの
残る滝口さんですが、
練習になると一変、
真剣な表情に。「苦手
なスタートを克服し
て、さらにレベルアッ
プしたい」と、その
向上心は尽きること
はありません。

　

10
月
末
に
開
催
さ
れ
た
陸
上

の
全
国
大
会
男
子
４
×
１
０
０

㍍
リ
レ
ー
に
県
選
抜
メ
ン
バ
ー

と
し
て
出
場
し
、
見
事
２
位
の

成
績
を
収
め
た
三
松
中
１
年
の

滝
口
俊
人
さ
ん
。

　

陸
上
を
始
め
た
の
は
小
学
４

年
生
の
と
き
。
当
初
は
特
別
速

い
選
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、中
学
生
に
な
り
、

先
輩
や
先
生
か
ら
教
え
て
も
ら

い
、
足
の
運
び
方
な
ど
フ
ォ
ー

ム
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
練

習
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る

と
、頭
角
を
現
し
始
め
ま
し
た
。

　
「
目
的
意
識
を
持
っ
て
、
練

習
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
記
録
が
伸

び
て
い
き
ま
し
た
」。

　

憧
れ
の
選
手
を
聞
く
と
日
本

人
初
の
９
秒
台
を
出
し
た
桐
生

祥
秀
選
手
の
名
前
を
。

　
「
ま
ず
は
中
学
日
本
記
録
を

更
新
し
、
い
つ
か
桐
生
選
手
の

よ
う
に
世
界
で
戦
え
る
選
手
に

な
り
た
い
」と
夢
を
語
り
ま
す
。

目
的
意
識
を
高
く
持
つ
よ
う
に
な
り

自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
記
録
が
伸
び
た

陸上  4 × 100 ㍍リレー
全国大会準優勝（県選抜メンバー）

三松中学校陸上部１年

滝
た き ぐ ち

口 俊
と し ひ と

人 さん（13）東京でにしもろマルシェを開催

　西諸２市１町では、進む人口減少に歯止め
をかけようと、移住定住施策や交流人口の拡
大を目指すため、相互に協力する西諸定住自
立圏に取り組んでいます。その一環として、
11 月１日、２日に東京で「にしもろマルシェ」
を開催。西諸地域の 37 の事業所に協力いた
だき、特産品を販売し PR 活動を行いました。
今後も、各種事業を協働で進め、住みよいま
ちづくりに取り組んでいきます。

西諸地域で連携しPR活動



●全国初！「子牛の命名権」を活用した農家支援プログラム。

集まった寄付金は、担い手育成や農業支援に活用します

【特集】ふるさと納税で「小林を元気に。」
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テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
今
、
何
か
と
話
題
の
「
ふ
る
さ
と

納
税
」。
市
で
も
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
ち
の
知
名
度
向
上
や
特
産
品

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
力
を
入

れ
て
い
る
ワ
ケ
や
寄
付
金
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
も
っ
と

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
ふ
る
さ

と
納
税
の
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

初
年
度
は
、
全
国
か
ら
64
件
、
約

４
０
０
万
円
の
寄
付
を
受
け
入
れ
。

返
礼
品
に
特
産
品
を
返
す
取
り
組
み

を
導
入
す
る
な
ど
し
た
25
年
度
に
は

３
５
５
件
、
約
７
０
０
万
円
に
な
り

ま
し
た
。

　

26
年
９
月
に
は
国
か
ら
地
方
創
生

が
提
唱
さ
れ
、
そ
の
中
で
東
京
一
極

集
中
を
是
正
し
、
地
方
を
活
性
化
さ

せ
る
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
取

り
組
み
を
地
方
創
生
の
一
つ
の
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
平

成
26
年
10
月
に
庁
内
８
課
９
人
か
ら

な
る
ふ
る
さ
と
納
税
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。
初
年

度
目
標
額
１
億
円
を
掲
げ
、
返
礼
品

の
充
実
や
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
実

施
。
全
国
か
ら
６
３
３
９
件
、
約

１
億
３
千
万
円
あ
ま
り
の
寄
付
受
け

入
れ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
全
国
初
の
取
り
組
み

と
な
る
返
戻
品
に
姉
妹
都
市
セ
ッ

ト
の
導
入
、
小
林
市
の
ふ
る
さ
と

納
税
専
用
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
導

入
、
一
流
レ
ス
ト
ラ
ン
と
連
携
し

て
の
食
事
コ
ー
ス
の
開
発
、
全
国

に
先
駆
け
て
独
自
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
を
活

用
し
た
独
自
の
取
り
組
み
を
行

い
、
少
な
い
コ
ス
ト
の
中
、
平
成

28
年
度
に
は
、
３
万
５
０
６
件
、

10
億
７
６
２
５
万
４
４
２
８
円
の
寄

付
を
全
国
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
ふ
る
さ
と
納
税
に
取
り
組

む
約
１
８
０
０
自
治
体
の
中
で
51

位
。
※
総
務
省
調
べ
）

●寄付者も、小林市もうれしい「ふるさと納税」の制度をおさらいしましょう。

　「ふるさと納税」とは、　通常、税金は、自分が
住むまちに納税しますが、故郷をはじめ自分の応
援したい自治体に寄付という形で納税できる国の
制度で、平成 20 年度にスタートしました。出身
地や応援したい自治体に寄付をすると、寄付者の
所得に応じて住民税と所得税が軽減されます。そ
して、寄付者には、自治体自慢の特産品が贈られ
ます。財源の確保だけでなく、地場産品のＰＲや
生産者の売上向上にもつながります。また、寄付
金は地域活性化のために活用。寄付者は寄付を通
じて地元へ貢献できる制度でもあります。

年
々
増
加
す
る
寄
付
額

昨
年
は
約
10
億
８
千
万
円

最寄りの税務署

小林市
住んでいる
自治体

特産品

寄付

住民税の
軽減

申
告

税
の
還
付

ふるさと納税の
仕組み

応援したい自治体に寄付する制度

ふるさとを思う人

小
林
を
元
気
に
。

400 万 2000 円20 年度
21 年度
22 年度
23 年度
24 年度
25 年度
26 年度
27 年度
28 年度

405 万 5500 円
314 万 3000 円
155 万 8500 円
157 万 4212 円
699 万 2800 円

1 億 3076 万 3702 円
6 億 6697 万 1224 円

10 億 7625 万 4428 円

年　度 納　税　額

ふるさと納税の納税額の推移（小林市調べ）

【写真上】寄付者から生産者へ
手紙やメールなども寄せられて
おり、新たな交流が生まれてい
ます。【写真中】新たなファン
獲得を図るため、姉妹都市の石
川県能登町とも連携し、お互い
の特産物の返礼品に追加。【写
真下】国内外でフレンチレスト
ランなどを経営する㈱ひらまつ
と連携し、市産食材を使った魅
力発信も行っています。

　

市
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
力
を

入
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、「
全

国
へ
向
け
た
小
林
市
の
Ｐ
Ｒ
」
で

す
。
返
戻
品
と
し
て
贈
る
特
産
品

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
、
市
で

は
寄
付
者
に
対
し
て
「
小
林
に
行
っ

て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
魅
力

発
信
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
毎
年
、
寄
付
者
は
増
え

て
お
り
、
そ
の
中
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー

も
。
多
く
の
人
に
小
林
市
を
知
っ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
フ
ァ
ン
獲

得
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
地
域
経
済
の
活
性

化
」。
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
返
戻

品
と
し
て
多
く
の
特
産
品
が
全
国
に

流
通
し
ま
す
。
同
時
に
、
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
へ
の
売
り
込
み
も
行
っ
て
お

り
、定
期
的
な
取
引
が
始
ま
る
な
ど
、

新
た
な
販
路
拡
大
に
も
貢
献
。
そ
し

て
、
販
路
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
で
、

地
元
企
業
で
新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ

ど
う
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
に

力
を
入
れ
て
い
る
の
？

　

市
で
は
、
地
方
創
生
を
進
め
る
上
で
「
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
」
を
一
つ
の

重
要
な
事
業
と
考
え
て
い
ま
す
。「
全
国
へ
向
け
た
小
林
市
の
Ｐ
Ｒ
」、「
地

域
経
済
の
活
性
化
」、「
生
産
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
」、「
寄
付
を
活

用
し
て
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
の
４
つ
を
主
な
柱
と
し
て
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
や
地
域
活
性
化
な
ど
で

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
活
用

【特集】ふるさと納税で「小林を元気に。」

る
な
ど
、
目
に
見
え
た
形
で
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
生
産
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
」。
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
、
商
品
が
全
国
に
届
け
ら

れ
る
こ
と
で
、
消
費
者
か
ら
の
声
や

販
路
拡
大
な
ど
目
に
見
え
た
効
果
が

現
れ
始
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
生

産
者
が
自
信
を
深
め
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
お

り
、
実
際
に
事
業
者
間
の
自
主
的
な

連
携
に
よ
る
販
売
促
進
活
動
や
新
商

品
の
開
発
な
ど
、
新
た
な
動
き
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、「
寄
付
を
活
用
し
た

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」。
市
で
は
、

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
地

域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
が
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
（
具
体
的
な
活
用

内
容
に
つ
い
て
は
、
６
・
７
ペ
ー
ジ

で
紹
介
）。

　今年、「子牛の命名権」を活用し
た農家支援プログラムを導入しま
した。これは全国初の取組で、市
の基幹産業である農畜産業を多く
の人に知ってもらうことが目的。
農家と寄付者の距離を縮めること
で、農家のモチベーションが上が
り、生産性の向上につながること
も期待されています。そのため、
集まった寄付も、担い手育成や農
家の支援などの施策に活用します。

　また、全国の寄付者に対して単
に食べるだけでなく、「食育」の
観点でのＰＲを進めるために、命
名した牛の成長過程を寄付者が確
認できるようにするなど、牛一頭
一頭にあるストーリーも感じても
らえる工夫をしています。
　この取り組みは、東京キー局を
はじめ、複数のメディアにて取り
上げられ、日本中で注目を浴びて
います。



　大きな課題の一つである少子化の進展。子育てにやさしい
まちとして、安心して子育てができる環境づくりを図り、地
域内の少子化対策と移住定住につなげていきます。

育の充実
　未来を担う小林市の子ども達。誰もが将来の夢を描き、そ
してその将来に向けての知識や経験の蓄積につなげるげるた
め、子ども達の学びの機会を充実させます。

光振興
　急激な人口減少により、地域経済が縮小していく中、「稼
ぐ観光」に焦点が当てられています。交流人口の増加や新
たな雇用の創出などに向けて取り組んでいます。

小野湖を活用したウォータースポーツやレ
ジャーにより、既存宿泊施設や民泊の利用者
増、交流人口増につなげ、雇用創出や経済活
性化を図っています。（活用額 400 万円）

小野湖の活用

　地域の活性化に資する基盤整備を図る上で、そこに住む人
の高揚やそれを補てんする地域インフラの整備は重要な要
素。住民がワクワクするようなことを描けるようにその素地
を醸成すること、また住民間の交流により新たなイノベー
ションを生み出すきっかけを作る取り組みを行います。

企業版

ふるさと納税

の活用

全国の経営者や第一線で活躍する大学教授な
どを講師に迎え、地域の課題を解決する人材
を育成するプロジェクトを実施しています。

（活用額 1197 万円）

宮崎こばやし熱中小学校開講

小林市中心市街地活性化基本計画に基づき、
中心市街地に商業施設、交流スペースや公共
施設機能を持つ「TENAMU ビル（まちなか
複合ビル）」建設のための補助を行っていま
す。（活用額 8286 万円）

TENAMU ビルの建設

小学生の入院・外来の自己負担は 800 円、
薬局は自己負担がゼロになりました。（活用
額 9642 万円）

小学生への医療費助成

乳児・幼児へのロタウイルス、おたふくかぜ
の任意予防接種の費用を一部補助していま
す。（活用額 1038 万円）

乳幼児の予防接種の補助

子育て世代の負担を軽減するため、小中学校
の学校給食費を半額補助（年間で小学生が 2
万 3650 円、中学生が 2 万 6950 円）し
ています。（事業費 9096 万円）

学校給食費を半額補助

センターを設置し、児童生徒の社会的・職業的自立
の基盤となる能力や態度を育てるキャリア教育を、
学校と地元企業などが連携して推進しています。（活
用額 260 万円）

キャリア教育支援センターを設置

道寄付を活用して市民サー
の使い

いただいた寄付金は、 子育てや教育、
さまざまな事業に活用されています。

地域活性化など

ビスを向上
ふるさと納税

【特集】ふるさと納税で「小林を元気に。」

育て支援子

観教

域活性化地
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南校区まちづくり協議会が設立

きずな協働体 南校区今月は、

取 り 組 み を 紹 介 し ま す

　10 月 21 日（ 土 曜 ）、 き
ずな協働体「南校区まちづ
くり協議会」が設立されま
した。私たちの住む南小学
校区は、市中心部の南西部
に位置し、商店街、住宅地
や公共施設など豊かな自然
と都市機能が融合した資源
豊かな地域です。この素晴
らしい地域をさらに磨きあ
げ、魅力を高めていくため
に地域に関わる一人一人が

「できること」を「できる
とき」に「できるところ」
から行動し、誰もが「住ん
でみたい・住んでよかった」
と思える南校区を目指して
まいります。これからの活
動に注目ください。
　１月 13 日（土曜）には、
おねっこ祭りを南地区体育
館横の田んぼで開催しま
す。皆様の参加をお待ちし
ております。

お
ね
っ
こ
祭
り
に
ぜ
ひ
参
加
く

だ
さ
い
！
み
ん
な
で
南
校
区
を

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

南
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

吉よ
し
む
ら村 

秀ひ
で
あ
き昭

会
長

吉よ
し
む
ら村 

太た
い
せ
い成

く
ん

中央公民館に展示された作品を見る来場者。開催期間中、約
6000 人が各会場を訪れ、 文化の秋を堪能しました

文化の秋を堪能
芸術の祭典総合文化祭を開催
　11 月 3 日から 5 日にかけて、市総合文
化祭が文化会館、中央公民館、市民体育館、
野尻町農村環境改善センターや百歳会館な
どで開催されました。作品展、 芸能祭、囲
碁・将棋大会、短歌会やお茶会などを実施。
参加者は、展示やステージなどで日ごろの
活動の成果を披露しました。

５㍍以上の高さで演技をする小川さん。技が決まるたびに会場か
らは、盛大な拍手と歓声が送られていました

空中での華麗な演技に拍手喝采
全日本トランポリン選手権開催
　10 月 21 日、第 54 回全日本トランポリン
選手権大会が市民体育館で開催されました。
全国各地から個人 130 人、団体 32 組の精
鋭が集結し、日本最高峰の技術を見ようと
1200 人が来場。市からも、T.C U

ア ル テ ィ メ ッ ト

ltimate の
小川結生さんが出場し、結果は 21 位で予選
通過、24 位でセミファイナル敗退でした。

種
た ね だ

子田與
よ い ち

市さんと手話サークル木
こ

の実
み

会が受章
　11 月１日、秋の叙勲・褒章が発表
され、市からは元民生員・児童委員
の種子田與市さんが瑞宝双光章、小
林手話サークル木の実会（岡

お か は ら

原直
な お み

美
会長）が緑綬褒章を受賞しました。
　種子田さんは、42 年間、同委員と
して活動し、市の会長を 18 年間、県
の会長を 6 年間努めるなど尽力。「多
くの方々の協力があったからいただ
けた。これからも市民の福祉向上に
貢献できれば」と話していました。
　木の実会は、38 年間、難聴者と
の交流など、手話を通した福祉活動
に尽力。岡原会長は「設立当初から
の先輩や現在の会員の皆さんが地道
に活動してくれたおかげ」と喜びを
語りました。

平成 29 年秋の叙勲・褒章

㊤ 11 月 20 日に木の実
会主催で開催したものづ
くり交流での集合写真
㊦種子田さんは、社会福
祉協議会の会長も務めて
います
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講師を囲んでのトークセッション。梶並農園の梶
か じ な み

並達
た つ あ き

明さんや食と
農の魅力創生シェフ地

ち い

井潤
じゅん

さんとのトークが展開されました

美しい食への変化と地方回帰
「美食」の最前線を学ぶ

　11 月 16 日、食と農の魅力創生講演会が
KITTO 小林で開かれました。「美食ガス
トロノミーの最前線」と題し、辻調理師専
門学校企画部長の尾

び と う

藤環
たまき

さんが講演。国際
的潮流として、健康や資源への配慮など、
持続可能な社会形成へと向かっている美食
事情について話しました。

ネパールでのニジマス養殖の苦労や現状を説明するグルング氏。
「宮崎・小林にとても感している」と話していました

ニジマスが繋いだ架け橋
宮崎・ネパール親善交流
　11 月 15 日、宮崎・ネパール親善交流事
業が出の山いこいの家で開催されました。
30 年前に小林市で学んだ養殖技術を母国
に広めたテック・バハドゥル・グルングさ
んを国際交流支援の会（田

た づ め

爪泉
いずみ

会長）を
含む同実行委員会が招へい。講演会や交流
会を通して親善交流を深めました。
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まちのわだい

シルバー人材センターが奉仕作業 
　10 月 21 日、 市 シ
ルバー人材センター
は、奉仕作業を行い
ました。この取り組
みは、全国シルバー
人材センター普及啓発月間の一環。会員ら 281
人が参加し、21 班に分かれて市内各地のごみ
拾いや草刈りなどを行いました。

准看護学校で第 59 回戴帽式
　11 月２日、西諸
医師会立小林准看護
学校の第 59 回戴帽
式が同校で行われま
した。晴れて戴帽し
た１年生 15 人は、ナイチンゲール像から看護
の精神を表す灯りを受け取り、自らが進む看護
の道への志を立てました。

小林看護医療専門学校で誓いの式
　10 月 27 日、小林看
護医療専門学校で「誓
いの式」が開催されま
した。式を迎えたのは、
看護学科、医療秘書学
科の1年生38人。学生らは、誓いのことばとして、
医療職を志すものとしての誇りと自覚を宣誓。保
護者や来賓の前で、その決意を新たにしました。

各種証明書のコンビニ交付始まる
　11 月１日、証明書
コンビニ交付サービス
が始まりました。同日、
ファミリーマート小林
つつみ店で式典を開催
し、関係者ら30人が出席。今後、マイナンバーカー
ドを利用して、住民票の写しや印鑑登録証明書
などがコンビニのキオスク端末で取得できます。

健康づくりを各団体で情報共有
　11 月８日、市内で
健康づくりを目的とし
て活動する団体の集ま
りである「地域を元気
にしよう会（第３回）」
を中央公民館で開催しました。81 人が参加し、
それぞれの日ごろの健康づくりの活動について
情報や思いを共有し、理解を深めました。

K
き っ と

ITTO 小林が公共建築賞を受賞 
　小林駅隣の KITTO
小林が外壁材メーカー
のニチハ㈱（愛知県）
が主催する写真コンテ
ストで、公共建築賞を
受賞しました。小林駅舎との調和や大きなフレー
ム形態などが評価。11 月 15 日、同社吉

よ し だ

田康
や す の り

則取
締役が来市し、受賞を報告しました。

坂口建設㈱と㈱三共がランドセル寄贈 
　11 月 10 日、 坂 口
建 設 ㈱ と ㈱ 三 共 は、
市にランドセルを４
個寄贈しました。坂
口建設㈱代表取締役
の松

ま つ お か

岡重
し げ た か

孝さんは「子育て支援の一助になれば
と思い寄贈しました。子どもたちが喜んでくれ
ればうれしい」と話していました。

全国トップレベルの演技を披露
　11 月 11 日、新体操
演技会が開催されま
した。全国レベルの
演技を生で見ようと
約 2000 人が来場。選
手たちの息のあった団体演技、ロープやスティッ
クを使った個人演技が披露され、技が決まるた
び会場からは、拍手と歓声が送られました。

自
然
豊
か
な
内
山
を
知
っ
て
も
ら
い

一
緒
に
地
区
を
盛
り
上
げ
る

仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
―
。

㊤ 11 月 20 日、 今 年 も
サツマイモの収穫体験を実
施。30 人の子どもたちが
参加した。㊦実行委員会と
須木酒造が共同で開発・販
売した本格焼酎「内山」。７
月に 1000 本限定発売さ
れ、わずか 1 ヶ月で完売と
なった。

上
う え は ら

原 勝
まさる

さん（72）

Vol.72
こばやしびと

須木内山地区
やまびこの里実行委員会 会長

　

須
木
内
山
地
区
の
地
域
お
こ

し
に
取
り
組
む
「
や
ま
び
こ
の

里
実
行
委
員
会
」。
会
長
を
務

め
る
の
は
、
上
原
勝
さ
ん
、
72

歳
。
内
山
地
区
は
、
平
成
25
年

の
小
学
校
の
閉
校
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
姿
を
目
に
す
る
こ
と

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
小
学
校
が
閉
校
し
、
子
ど

も
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
り
、

地
域
が
寂
し
く
な
っ
た
。昔
は
、

祭
り
や
相
撲
大
会
な
ど
イ
ベ
ン

ト
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
活
気

が
あ
っ
た
の
に
…
」。

　

上
原
さ
ん
は
、
同
じ
思
い
を

持
つ
地
域
住
民
ら
と
「
内
山
を

盛
り
上
げ
よ
う
」
と
平
成
26
年

に
実
行
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。

　

ま
ず
は
、
市
内
の
子
ど
も
た

ち
を
招
き
、
休
耕
田
で
田
植
え

と
稲
刈
り
体
験
を
行
っ
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
の
声
を
聞
く

と
元
気
を
も
ら
え
る
。
人
は
少

な
く
な
っ
て
も
、
こ
う
や
っ
て

活
気
を
作
る
た
め
の
取
り
組
み

は
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
た
」。

　

し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
は
一
時

的
に
地
域
が
活
気
づ
く
も
の
の

根
本
的
な
課
題
解
決
に
は
な
ら

な
い
。「
ま
ず
は
、
内
山
を
多

く
の
人
に
認
識
し
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
地
区
の
未
来
は
な
い
」

と
考
え
た
上
原
さ
ん
は
、
28
年

に
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
農
業
体
験

を
実
施
。
世
代
間
交
流
を
通
し

て
作
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
活
用

し
、
須
木
酒
造
に
協
力
を
も
ら

い
、オ
リ
ジ
ナ
ル
焼
酎
「
内
山
」

を
製
作
し
た
。

　
「
焼
酎
の
販
売
後
、
新
聞
な

ど
で
も
取
り
上
げ
て
も
ら
い
、

地
区
内
外
か
ら
多
数
の
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
住
ん
で

い
る
人
だ
け
で
活
動
す
る
に

は
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。
自

然
豊
か
な
内
山
を
知
っ
て
も

ら
い
、
好
き
に
な
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
一
緒
に
地
区
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
る
仲
間
を

増
や
し
て
い
き
た
い
」。

　

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
を
持
つ
同

士
た
ち
と
こ
れ
か
ら
も
地
域
お

こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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健康コーナー健康コーナー

　自分のからだは自分で気をつけていこうと思
い、毎年必ず特定健診を受けています。毎年受け
ることで結果を比較できるので、自分の体質も分
かります。おかげで病院にはかかっていません。
これといって特別に行っていることはありません
が、野菜をたくさん食べてから、おかずを食べる
ようにしています。自分で作った新鮮な野菜を食
べるので、格別に美味しいです。野菜を作ること
は、運動にもなるので一石二鳥です。その効果あっ
てか、３年間高かったコレステロール値が、今年
の特定健診では下がっていました。毎日の過ごし
方が結果として出るので、楽しみでもあります。
これからも特定健診を受けて生活を見直す機会を
つくり、元気で過ごしていきたいです。

健康の達人

自分のからだと
向き合う健診

【極意】

知恵袋
元気の

超 少子高齢化社会への移行対策
として、国は地域包括ケアシ

ステム構想を打ち出し、「住み慣れ
た地域でその人らしく安心・安全に
暮らせること」を目指しています。
　厚生労働省のデータによると、宮
崎県の入院患者のおよそ 68 ㌫が 65
歳以上となっています。持病の悪化
や、病気・けがで入院治療を余儀な
くされた患者さんの多くが、退院し
た後も在宅で継続的な治療が必要と
なります。
　地域の医療機関に転院となる患者
さんもいますが、在宅（自宅・施設）
に退院される患者さんが、安心で安
全な在宅療養生活を送れるようにサ
ポートを行う職種が必要となってい
ます。その職種の一つに退院調整看
護師がいます。

　退院後の環境を調整していくと、
経済的なことやマンパワーの問題な
ど入院前に潜在していた問題が表出
することがあります。
　患者さんやご家族が、退院後の療
養生活を選択できるように、入院早
期から情報を提供し、意思決定の支
援を行います。
　また、主治医・医療ソーシャルワー
カー・看護師・リハビリ部門・管理
栄養士や担当ケアマネージャー・施
設職員・訪問看護師などと連携して
退院後の支援に向けて話し合いま
す。一人一人の患者さんに合わせた
社会保障制度や福祉サービスなどの
支援を整えて「治療が終わったら、
在宅に帰れる」連携をしています。
　ご相談がありましたら地域医療連
携室をお尋ねください。

退
院
支
援

に
つ
い
て

安心安全・子育て

村
むらくも

雲憲
けんいち

一さん（68 歳）

【問】  ●健康推進課：℡ 23-0323  Fax 23-0325 ●須木庁舎住民生活課：℡ 48-3132
　　　●野尻庁舎住民生活課：℡ 44-1100

市
立
病
院

退
院
調
整
看
護
師

岩い
わ
た田
マ
リ
子こ

さ
ん

ヘルスメイトさんの

野菜レシピ

●作り方

①カリフラワーを固めに茹でる

②ベーコンを 1 ㌢幅に切り、カリフラワーと一緒に

　炒め、塩コショウをふる

③アルミホイルの箱型に②を入れ、チーズをのせてオ

　ーブンで焼く

④チーズがとけたらパン粉をのせ焦げ目がつくまで焼

　いたらできあがり

カリフラワー
のチーズ焼き

・カリフラワー……２００㌘　・ベーコン………４０㌘
・とろけるチーズ…２枚　・パン粉、塩コショウ……少々

小鉢１皿 60 ㌘
１日６皿食べよう！

材料【2 人分】
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■みんなで学ぶ子育て広場では、子育てに関する悩み・相談を募集して
います。詳しくは、地方創生課（℡ 23‐1148）まで

　昨年、市管内で発生した火災は
20 件（建物 12 件、林野 3 件、車
両 3 件、その他 2 件） で、前年比
で 5 件減少しています。しかし、今
年 10 月現在、29 件（建物 14 件、
林野 6 件、車両 1 件、その他 7 件）
発生しており、すでに昨年を上回っ
ています。これからの季節、空気が
乾燥し、火気を扱う機会も多くなる
ことから、火災が発生しやすくなり
ます。また、年末年始は家を留守に
したり、事業所も無人になりがちで
す。住宅防火、命を守るための 7 つ
のポイントを覚えておきましょう。
３つの習慣
●寝たばこは、絶対やめましょう。
●ストーブは、燃えやすいものから
　離れた位置で使用しましょう。

●ガスコンロなどのそばを離れると
　きは、必ず火を消しましょう。
４つの対策
●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火
　災警報器を設置しましょう。
※寝ている間に火災に気づかずに、
　逃げ遅れる事例が多く発生してい
　ます。こうした逃げ遅れを防ぐた
　め、住宅用火災警報器の設置が消
　防法で定められています。
●寝具、衣類およびカーテンからの
　火災を防ぐために、防炎品を使用
　しましょう。
●火災を小さいうちに消すために住
　宅用消火器等を設置しましょう。
●お年寄りや身体の不自由な人を守
　るために、隣近所の協力体制を作
　りましょう。

交通事故発生状況

種別　　10 月　　累計   　昨年
人身
物損
死者
負傷者
全国死者

16 209
76 742
０ 1

18 235
2940 （昨年同月比　－ 194）

－ 15
－ 48

－ 28
±０

　＋４
　＋２
　－３
　＋６
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火災・救急発生状況

種別　　  10 月　   累計　 昨年
建物
林野
車両
その他
救急

１ １４
０ ６
０ １
0 ７

142 1517

子育て広場

火の用心！冬は火災の多い季節です
安心安全情報

家庭相談員
岡
お か の

野 久
く み

美さん、山
やまもと

元 一
かずのぶ

伸さん

児
童
虐
待
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで学ぶ

＋

　児童虐待には、「①身体的虐待（叩
く・蹴るなどの暴力）」、「②心理的
虐待（夫婦間の DV を見せる・兄弟
間の扱いの差・無視する・怒鳴るな
ど）」、「③ネグレクト（食事を与え
ない・入浴させない・長時間の放置
など）」、「④性的虐待（性的なもの
を無理に見せる・子どもを性の対象
にする）」の４種類があります。
　虐待としつけとの境目は難しいで
すが、子どもの意思や人権を無視す
るような行動が虐待にあたると考え
てください。怒鳴ったとき叩いたと
きに親自身が冷静な気持ちでなけれ
ば、また親のしつけに一貫性がなけ
れば、それは虐待に当たる可能性が
あります。このように考えると誰に
でも起こりうることだと思いません
か？
　虐待をしてしまう親は、鬼のよう

な親でしょうか？そうではありませ
ん。子どもに愛情はあるのです。し
かし、関わり方に問題があるので
す。その原因はさまざまですが、話
を聞いてみると、忙しすぎて気持ち
に余裕がなかったり、頼れる人がい
なかったり、経済的に苦しかったり、
親自身もストレスにさらされ困って
いるのです。
　「虐待をしているひどい親だ」と
責めるのではなく、「一人でがんば
りすぎているんじゃない？」「一緒
に考えてみよう！」と伝えたいと私
は考えています。みなさんも、温か
く見守る気持ちで「孤

こ そ だ

育て」になっ
てしまっている方に接していただけ
るとありがたいです。
　世の中が寛容になることが、児童
虐待の予防に繋がると私たちは信じ
ています。

家庭相談員
岡
お か の

野 久
く み

美さん、山
やまもと

元 一
かずのぶ

伸さん



　

社
会
教
育
課
で
は
、
将
来
の

夢
や
進
み
た
い
道
を
見
つ
け
る

「
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ッ
ズ
」
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
つ
の

学
校
に
協
力
い
た
だ
き
、
料
理

と
医
療
の
体
験
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

10
月
7
日
に
は
、
小
林
西
高

等
学
校
で
調
理
師
コ
ー
ス
の
体

験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
学
校

の
実
習
施
設
を
見
学
し
た
り
高

校
生
の
先
輩
方
の
お
話
を
聞
い

た
後
、
実
際
の
調
理
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
日
は
ハ
ン
バ
ー
グ

の
肉
巻
き
、
白
菜
の
ロ
ー
ル
サ

ラ
ダ
、
き
の
こ
ス
ー
プ
の
3
品

を
作
り
ま
し
た
。

先
生
や
高
校
生
の

協
力
を
も
ら
い
、

ど
の
班
も
お
い
し

く
調
理
で
き
ま
し

た
。

　

10
月
10
日
に

は
、
小
林
看
護
医

療
専
門
学
校
で
医

療
コ
ー
ス
の
体
験

活
動
を
行
い
ま
し

た
。
学
校
の
中
を

見
学
し
た
後
、
実
際
に
学
校
で

学
ぶ
2
つ
の
実
習
を
体
験
し
ま

し
た
。
沐
浴
体
験
で
は
赤
ち
ゃ

ん
の
人
形
を
使
い
、
着
替
え
や

入
浴
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

（
患
者
の
身
体
に
触
れ
な
が
ら

症
状
の
把
握
や
異
常
の
発
見
を

行
う
こ
と
）
体
験
で
は
、
最
新

の
模
型
を
使
い
、
瞳
孔
の
動
き

や
心
拍
音
、
肺
の
音
な
ど
を
確

認
す
る
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
が
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
の
将
来
の
夢
を
見
つ
け

る
き
っ
か
け
と
な
り
、
将
来
、

そ
の
道
で
活
躍
す
る
人
が
こ
の

小
林
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

体
験
活
動
が
将
来
の
夢
を

決
め
る
き
っ
か
け
に

　

10
月
27
日
（
金
）、
西
小
林
中

学
校
区
で
、
県
内
外
か
ら
教
職
員

が
多
数
参
加
し
、
研
究
公
開
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
中
学
校
区
は
、

研
究
主
題
を
「
小
中
一
貫
教
育
に

お
け
る
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け

た
児
童
生
徒
の
育
成
」
と
掲
げ
、

２
年
間
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
児
童
生
徒
同
士
が
考

え
を
交
流
し
合
い
、
自
分
の
考
え

を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
の
授

業
の
流
れ
の
工
夫
や
家
庭
学
習
の

充
実
を
図
る
た
め
の
取
組
等
の
研

究
内
容
の
発
表
と
、
提
案
授
業
が

あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
学
校
に
持

ち
帰
り
自
校
の
研
究
に
役
立
て
た

い
」、「
話
し
合
い
の
形
式
が
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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教育委員会教育委員会■学校教育課 ℡ 23-0424　　■社会教育課 ℡ 22-7912
■スポーツ振興課 ℡ 22-7911　■市立図書館 ℡ 22-7913

ＥＤＵＣＡＴＩＯＮ

将来の夢を見つける事業「グローバルキッズ」

ＥＤＵＣＡＴＩＯＮ

平成２８・２９年度小林市教育委員会指定研究学校

西
小
林
中
（
学
力
向
上
）

研
究
公
開
を
開
催

お 出 か け ガ イ ド
行 っ て み よ う ! や っ て み よ う ！

イ ベ ン ト ・ 講 座 情 報

　このコーナーでは、市内で開催されるイベントや講座などを紹介します。

　イルミネーションに合わせ開催される、
地域住民手作りのクリスマスの雰囲気が味
わえるイベントです。子どもから大人まで
楽しめるステージショーや豪華景品が当た
る抽選会、屋台の出店なども行われます。
●日時＝ 12 月 23 日（土）18 時～●場所
＝野尻庁舎●駐車場＝野尻庁舎裏●問＝市
観光協会野尻観光案内所℡ 44‐3004

野尻でクリスマスイベント
イルミネーション関連イベント

　クリスマス
にちなんだ読
みきかせ、パ
ネルシアター
や楽器演奏な
ど を 行 い ま
す。子どもた
ちにはサンタ
クロースのお
土産もあります。●参加費＝無料●申込方
法＝電話で申込ください。【小林本館】●
日時＝ 12 月 16 日（土）10 時 30 分～ 11 時
30 分●定員＝ 150 人【野尻分館】●日時＝
12 月 16 日（土）17 時～ 17 時 50 分●定員
＝ 50 人●申・問＝市立図書館℡ 22‐7913

市立図書館「クリスマス会」
サンタクロースもやってくる！

全体会の様子 西小林中学校の授業の様子

西小林小学校の授業の様子　 幸ヶ丘小学校の授業の様子

高校生に教わりながら実習 豪華な料理を作りました

沐浴体験 フィジカルアセスメント

　新春恒例の「小林市消防出初式」。消防
団員が、市民の生命財産を守る使命を新た
に、服装や規律を正す通常点検、一斉放水
などを行います。観覧もできますので、皆
さまのご来場をお待ちしています。●日時
＝平成 30 年１月 7 日（日曜）8 時 30 分～
●場所＝市消防団訓練広場●問＝危機管理
課　℡ 23-1175

平成 30 年小林市消防出初式
消防団員ら使命を新たに

　小林市で初の自家醸
造ワインの販売に合わ
せて、小林市の食材とコ
ラボしたイベントを開
催します。斉藤慶子さん
のトークショーや、地
元出演者のライブ . ゲー
ム . 抽選会など盛りだく
さん！小林発ワインの
イベントです。●日時＝ 12 月 16 日 ( 土 )・
17 日 ( 日 )10 時～ 15 時●場所＝小林市コ
スモホール（雨天決行）※小林駅よりシャ
トルバス運行いたします。●問＝㈱ NPK
小林ワイン初しぼりまつり実行委員会℡
0985‐25‐5264

小林のワインと食のイベント
女優・斎藤慶子さんも登場



①すくすく（3 歳未満）
　お子さんの写真に名前、
ふりがな、性別、誕生日、
住所、保護者名を添えて、
送付ください。
※すぐには掲載できない場
合があります。
②よもやまトーク
　広報紙の感想や最近思う
ことなど。
③心の花びら
　短歌や俳句など。
④疑問質問Ｑ＆Ａ
　わからないことやちょっ
とした疑問、気付いたこと
など。
※いずれも氏名・住所・連
絡先を記入ください。左頁
の広報クイズにもレッツト
ライ !!

【送付先】
・地方創生課
〒 886-8501 小林市細野 300 番地
℡ 23‐1148
ﾒｰﾙ info@city.kobayashi.lg.jp

心の花びら

花
の
野
の
硫
黄
灰
雨
の
う
ら
哀
し　

小
林
合
歓
の
会　

本
田
澄
子

火
山
灰
か
ぶ
り
頭
フ
リ
フ
リ
芒
か
な　

小
林
合
歓
の
会　

入
佐
典
子

目
閉
じ
る
夫
は
花
野
の
風
と
な
り　

小
林
合
歓
の
会　

青
山
ス
ミ
子

運
動
会
お
ん
な
教
師
の
振
り
の
よ
さ　

小
林
合
歓
の
会　

鐵
山
裕
子

宴う
た
げ

果
て
木
枯
ら
し
止
ん
で
月
天
心　

東
脇
哲
郎

さ一

ケ

月

目

池

井

病

院

わ
や
か
に
受
診
送
迎
有
難
し
／
ひ
園

な
も
り
の
お朝
六
時
三
十
分

茶
飲
み
元
気
意
気
ハ
ッ
ス
ル　

上
久
保
年
治

新
燃
の
降
灰
や
う
や
く
鎮
ま
り
て
稲
の
収
穫
に
心
安
ま
る　

渡
辺
ミ
ヱ
子

桜
葉
も
も
み
じ
と
な
り
て
春
を
待
つ　

佐
枝
記
子

鈴
生
り
の
渋
柿
カ
ラ
ス
ふ
り
む
か
ず
我
は
分
か
ら
ず
か
じ
っ
て
み
お
る　

武
ナ
ミ
子

西
諸
で
の
出
産
に
つ
い
て

考
え
る
の
特
集
で
書
い

て
あ
っ
た
よ
う
に
、
同
じ
職
場

で
都
城
ま
で
行
っ
た
と
い
う
話

を
た
ま
に
聞
き
ま
す
。
観
光
や

地
域
お
こ
し
を
活
発
に
行
っ
て

い
る
小
林
市
。こ
れ
か
ら
は
も
っ

と
移
住
な
ど
で
人
が
集
ま
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
人
た

ち
の
た
め
に
も
、
安
心
し
て
出

産
で
き
る
環
境
づ
く
り
は
大
切

だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
小
林

市
に
移
っ
て
き
て
ま
だ
半
年
で

す
が
、
自
然
の
た
く
さ
ん
あ
る

暖
か
い
人
が
多
い
小
林
市
が
大

好
き
で
す
。
毎
回
楽
し
く
学
び

な
が
ら
広
報
紙
を
読
ん
で
い
ま

す
。（
Ｈ
・
Ｎ
＝
細
野
）

　

来
年
か
ら
小
林
市
立
病
院
で

分
娩
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
安
心
さ
れ
た
方
も
お
お
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

医
療
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

西
諸
地
域
に
住
む
私
た
ち
が
一

つ
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

四
方
山
話

画：友安よーいち
第 43 話「おいの梨はどけいった？」

編集後記

市
民
や
出
身
者
の
皆
さ
ん

と
地
域
資
源
を
発
掘
・

発
信
す
る
「
て
な
ん
ど
小
林
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
今
年
は
、
人

気
の
西
諸
弁
ポ
ス
タ
ー
の
素
材

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま

す
。
年
末
年
始
に
ご
家
族
が
帰

省
さ
れ
た
と
き
、
み
ん
な
で
ア

ル
バ
ム
を
見
返
し
な
が
ら
昔
話

に
花
を
咲
か
せ
つ
つ
、
思
い
出

の
一
枚
を
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
新
た
に
撮

影
す
る
の
も
、
も
ち
ろ
ん
大
歓

迎
で
す
。
あ
な
た
の
写
真
が
ポ

ス
タ
ー
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
。
そ

の
ポ
ス
タ
ー
が
小
林
の
魅
力
発

信
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。（
森
本
潤
葵
）
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の
た
め
に
も
、
み
ん
な
で
協
力

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●

い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
元

気
の
知
恵
袋
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
記
事
は
役
に
立
ち
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
Ｅ
・
Ｎ
＝
真
方
）

　

寒
く
な
っ
て
き
て
、
体
調
を

崩
し
や
す
い
季
節
に
な
っ
て
き

ま
し
た
ね
。
元
気
の
知
恵
袋
で

は
、
こ
れ
か
ら
も
専
門
家
に
よ

る
健
康
づ
く
り
の
情
報
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

ご
覧
く
だ
さ
い
。●

こ
ば
や
し
大
運
動
会
の

フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト
の

コ
ー
ナ
ー
が
と
て
も
楽
し
そ
う

で
よ
か
っ
た
で
す
。

（
Ｏ
・
Ａ
＝
南
西
方
）

　

50
回
目
の
節
目
の
年
で
、
特

別
に
校
区
対
抗
の
応
援
合
戦
や

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
挑
戦
な

ど
特
別
企
画
も
行
い
、
例
年
以

上
に
盛
り
上
が
っ
た
運
動
会
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
途

切
れ
る
こ
と
な
く
、
運
動
会
を

未
来
へ
と
バ
ト
ン
パ
ス
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

すくすくSUKUSUKU 皆さまの投稿をお待ちしています！

平成 29 年 10 月 29 日

元気に産まれてきてくれてありがとう！
これからよろしくね♥
父：拓也さん　母：盟さん

荒
あらたけ

武 隼
は や と

斗 くん

寝起きからにこにこのリリちゃん！
愛嬌ある子に育ってね♥
父：情次さん　母：汐里さん

BIG BABY の颯奏くん！
心優お姉ちゃんと仲良くね♡
父：亮馬さん　母：理奈さん

平成 28 年 10 月 28 日生

八
や え お

重尾莉
り り あ

々愛 ちゃん
平成 29 年 5 月 28 日生
安
あんどう

藤 颯
ふ う ま

奏 くん

も
う
す
ぐ

大
晦
日

で
す
ね
～
。

クイズの答
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　広報クイズ

８ ６８ ８ ０５ １お手数です

が 62 円切

手をお貼り

下さい

小林市役所 地方創生課

広報こばやし編集室　行

ご氏名
フリガナ

ご住所
（イニシャルまたはペンネームも記入ください）

興味を
持った
コーナー
３つ

電話 （　　　　）－（　　　　）－（　　　　）

①

②

③

P O S T　C A R D ←
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。（
官
製
は
が
き
で
も
可
）。
お
便
り
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（広報こばやし№141　2017.12 月号）

問題：今月の特集は…
　　　〇〇〇〇納税で　もっと小林を元気に。
◆ヒント：4 ページから探してください。
　クイズの答・興味を持ったコーナー３つ・住所・氏名・電
話番号を明記して応募してください。
　今月は、抽選で 10 人に「図書カード」をプレゼント。

【締切】12 月 15 日（金曜）〔当日消印有効〕
応募は一人１枚まで。広報こばやし 11 月号のクイズの答え
は「出産」でした。抽選の結果、正解者の 10 人に景品を贈
りました。
※プレゼントを提供くださる方も募集しています。

【宛先】〒 886-8501（住所不要）小林市地方創生課広報
FAX：23 － 6650　E-mail：info@city.kobayashi.lg.jp

　人のうごき（小林市の人口）
人口

男
女

平成 29 年 11 月１日現在現住人口　　　　（前月比、前年同月比）

現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の転入・

転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。

４５，１５２人
２０，８７５人
２４，２７７人

（＋ 4、＋ 19）

（－ 22、－ 557）
（－ 7、－ 263）

（－ 15、－ 294）

世帯数 １９，６４0 世帯

※平成 28 年 10 月 26 日に公表された「平成 27 年国勢調査確定値」を反映しています

軒け
ん
こ
う昴

皆
さ
ん
、

今
年
は

ど
ん
な
一
年

で
し
た
か
？

新庁舎

浜ノ瀬ダム

マラソン大会

今
年
は
、

い
ろ
ん
な

建
物
が
完
成

し
た
モ
～
♪

お
も
し
て

イ
ベ
ン
ト
も

ど
っ
さ
い

や
っ
た
な
！

来
年
も

楽
し
み

だ
モ
～
。

お
ま
や

食
っ
て

ば
っ
か

や
っ
た

な
。



　

自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
で

は
、
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
を

募
集
し
ま
す
。

◆
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

◆
受
付　

男
子
（
随
時
受
付
）

◆
試
験
日　

受
付
時
に
通
知

●
申
・
問

・
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部

　

小
林
地
域
事
務
所

　

℡
22
‐
５
２
５
４

　

県
で
は
、
美
郷
町
に
あ
る
宮
崎

県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

て
い
る｢

み
や
ざ
き
林
業
青
年
ア

カ
デ
ミ
ー｣

の
研
修
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
は
、
新
た
に
林
業
就

業
を
目
指
す
方
を
対
象
に
、
就
業

に
必
要
な
知
識
・
資
格
の
取
得
を

目
指
し
て
１
２
０
０
時
間
以
上
の

座
学
や
実
習
を
行
う
も
の
で
、
研

修
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
給
付
金

の
支
給
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
研
修
期
間

　

平
成
30
年
4
月
24
日
（
火
曜
）

　

～
平
成
31
年
3
月
25
日（
月
曜
）

◆
申
込
条
件

①
研
修
終
了
後
、
1
年
以
内
に
宮

　

崎
県
内
に
お
い
て
林
業
分
野
に

　

就
業
す
る
こ
と

②
平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
の
満

　

年
齢
が
18
歳
以
上
で
、
林
業
就

　

業
予
定
時
の
年
齢
が
45
歳
未
満

　

で
あ
る
こ
と
。

③
常
用
雇
用
の
雇
用
契
約
を
締
結

　

し
て
い
な
い
こ
と
。

④
指
定
さ
れ
た
研
修
場
所
に
自
力

　

で
通
え
る
こ
と
。

◆
応
募
方
法

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
入
手

で
き
る
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
12
月
26
日
（
火
曜
）

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
県
環
境
森
林
部
森
林
経
営
課　

　

林
業
普
及
指
導
担
当

　

〒
８
８
０
‐
８
５
０
１

　

宮
崎
市
橘
通
東
2
‐
10
‐
1

　

℡
０
９
８
５
‐
26
‐
７
１
５
４

　
　

０
９
８
５
‐
27
‐
０
９
８
７

P O S T　C A R D

感想や叱咤激励、疑問・質問などお寄せください。

18

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１7 年　12 月１日号おしらせ
▼▼

募　

集

自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

師走の楽しみ

天空の羅針盤

　今年一番多くの流れ星が期待されている「ふ
たご座流星群」。ピーク予想は１４日午後３時。
昼間で残念ですが、幸いなことにこの時季午後
６時３０分には暗くなります。１９時から翌未
明まで開館しますので流星群を楽しみましょ
う。１６日は１９時からクリスマスコンサート
＆観望会。色々な楽器の生演奏をお聴きいただ
き、大型望遠鏡で星空も見られます。１７日～
２８日は、午後２時～３時に大型望遠鏡で昼間
の星をご覧いただけます。１２月も星のイベン
トでお楽しみくださいませ。

【お知らせ】ご紹介した以外の観望会は毎週土・
日の夜１９時～、２０時～、２１時～。休館は
毎週火曜、プラネ番組入替え４日（月）～７日

（木）、年末年始 29 日（金）～１月３日（水）。

１２月１４日１９時３０分の東天

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
30
年

4
月
か
ら
各
学
校
な
ど
で
勤
務
す

る
臨
時
職
員
（
事
務
員
・
技
術
員
）

の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。
日
本

国
籍
を
有
し
な
い
人
、
そ
の
他
地

方
公
務
員
法
に
よ
る
欠
格
事
項
に

該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ

ん
。全
て（
幼
稚
園
教
諭
は
除
く
。）

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

職
種
ご
と
の
内
容

◆
対
象
職
種
・
採
用
人
員
な
ど

▼
学
校
事
務
補
助
（
２
人
）

　

昭
和
23
年
4
月
2
日
～
平
成
12

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▽
勤
務
場
所

　

小
林
小
学
校
、
小
林
中
学
校
の

い
ず
れ
か

▽
賃
金

　

日
額
６
０
０
０
円

▽
業
務
内
容　

事
務
補
助

▽
資
格
要
件

　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
基

本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る

人▼
学
校
用
務
員
（
21
人
）

　

昭
和
23
年
4
月
2
日
～
平
成
12

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▽
勤
務
場
所　

市
内
小
中
学
校

▽
賃
金

　

日
額
６
３
０
０
円

▽
業
務
内
容

　

小
中
学
校
内
外
の
環
境
整
備

（
簡
易
補
修
、
花
苗
作
り
、
草
刈

剪
定
な
ど
）、
文
書
等
送
受
、
リ

サ
イ
ク
ル
運
搬
な
ど

▽
資
格
要
件

　

普
通
自
動
車
免
許
を
持
ち
、
業

務
内
容
を
即
実
践
で
き
る
こ
と

▼
特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
25
人

　

程
度
）

　

昭
和
23
年
4
月
2
日
～
平
成
12

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▽
勤
務
場
所　

市
内
小
中
学
校

▽
賃
金

　

日
額
６
５
０
０
円

▽
業
務
内
容

　

学
校
内
外
に
お
け
る
要
支
援
児

童
生
徒
の
生
活
、
身
体
、
学
習
の

教
育
的
支
援
に
関
す
る
こ
と

▽
資
格
要
件

　

特
に
無
し
（
た
だ
し
、
教
員
免

許
・
ヘ
ル
パ
ー
免
許
な
ど
が
あ
れ

ば
な
お
可
）

▼
給
食
調
理
業
務
補
助
員
（
若
干

　

名
）

　

昭
和
23
年
4
月
2
日
～
平
成
12

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▽
勤
務
場
所

　

小
林
東
方
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
、
野
尻
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
い
ず
れ
か

▽
賃
金

　

日
額
６
３
０
０
円

▽
業
務
内
容

　

給
食
の
調
理
業
務
補
助
（
野
菜

切
り
、
食
器
洗
い
、
清
掃
な
ど
）

▽
資
格
要
件　

特
に
無
し

▼
幼
稚
園
用
務
員
兼
幼
稚
園
教
諭

　
（
１
人
）

　

昭
和
23
年
4
月
2
日
～
平
成
10

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▽
勤
務
場
所　

野
尻
幼
稚
園

▽
賃
金

・
用
務
員
業
務
従
事
日

　

日
額
６
３
０
０
円

・
保
育
業
務
従
事
日

　

日
額
６
５
０
０
円

▽
業
務
内
容

　

園
舎
内
外
の
清
掃
・
環
境
整
備
、

一
部
保
育
業
務
あ
り

▽
資
格
要
件

　

幼
稚
園
教
諭
免
許
ま
た
は
平
成

30
年
3
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み

【
共
通
の
内
容
】

◆
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
～
金
曜
日
の
1
日
7
時
間

45
分
（
始
業
・
就
業
時
間
は
勤
務

場
所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

◆
任
用
期
間　

6
ヶ
月
以
内

※
必
要
に
応
じ
て
1
回
は
更
新
で

　

き
ま
す

◆
そ
の
他

　

勤
務
期
間
に
よ
っ
て
健
康
保

険
・
厚
生
年
金
保
険
・
雇
用
保
険

が
適
用
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
職

種
に
よ
っ
て
労
働
者
災
害
保
険
が

適
用
に
な
り
ま
す
。
採
用
さ
れ
た

場
合
は
、
他
の
仕
事
（
民
間
企
業

な
ど
）と
の
兼
職
は
で
き
ま
せ
ん
。

交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
申
込
方
法

・
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
可
）

　

に
記
入
し
、
市
役
所
本
館
４
階

　

学
校
教
育
課
ま
で
直
接
持
参
す

　

る
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

・
持
参
す
る
場
合
は
、
教
育
部
須

　

木
分
室
・
野
尻
分
室
で
も
受
付

　

て
い
ま
す
。

・
必
ず
受
験
す
る
職
種
を
記
入
し

　

て
く
だ
さ
い
。（
履
歴
書
の
学

　

歴
・
職
歴
欄
の
1
行
目
に
、「
希

　

望
業
種
：
○
○
」
と
記
入
）

・
給
食
調
理
業
務
補
助
員
に
関
し

　

て
は
、
希
望
す
る
セ
ン
タ
ー
も

　

併
せ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
希
望
業
種
：
給
食
調
理
業
務

　

補
助
員
（
○
○
セ
ン
タ
ー
）」

・
必
ず
写
真
を
添
付
し
、
確
実
な

　

連
絡
先
、
経
歴
や
勤
務
に
関
す

　

る
希
望
な
ど
も
で
き
る
だ
け
詳

　

し
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
資
格
要
件
が
あ
る
職
種
を
受
験

　

す
る
人
は
、
資
格
を
証
明
す
る

　

書
類
（
免
許
状
、
資
格
証
明
書

　

な
ど
の
写
し
）
を
添
付
し
て
く

　

だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

　

1
月
12
日
（
金
曜
）
ま
で

※
土
曜
、
日
曜
は
除
き
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
、
1
月
12
日
必
着

　

分
ま
で
と
し
ま
す
。

◆
採
用
試
験

▼
試
験
日
時

　

1
月
28
日
（
日
曜
）

　

受
付
13
時
30
分
～
14
時

※
14
時
に
間
に
合
わ
な
い
方
は
失

　

格
と
な
り
ま
す
。

※
個
別
通
知
は
し
ま
せ
ん
。
申
し

　

込
み
を
し
た
人
は
直
接
会
場
に

　

来
場
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
会
場

　

中
央
公
民
館

▼
試
験
内
容

　

作
文
試
験
、
面
接
試
験

▼
持
っ
て
く
る
も
の

　

鉛
筆
ま
た
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ

ル
、
消
し
ゴ
ム

●
問
・
申

・
学
校
教
育
課

　

〒
８
８
６
‐
８
５
０
１

　

小
林
市
細
野
３
０
０
番
地

　

℡
23
‐
０
４
２
４
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２０１7 年　12 月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ
臨
時
的
任
用
職
員

（
事
務
員
・
技
術
員
）

Fax

み
や
ざ
き
林
業
青
年

ア
カ
デ
ミ
ー
研
修
生



　

小
林
市
病
院
企
業
職
員
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
日
本

国
籍
を
有
し
な
い
人
、
そ
の
他
地

方
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
る
欠
格

事
項
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。
試
験
は
次
の
区
分
ご
と

に
行
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
希
望

す
る
職
種
の
ど
れ
か
一
つ
だ
け
受

験
で
き
ま
す
。
な
お
、
申
込
締
切

後
は
、
試
験
区
分
の
変
更
は
で
き

ま
せ
ん
。

◆
試
験
区
分
・
受
験
資
格
・
採
用

　

予
定

▼
薬
剤
師
（
若
干
名
）

　

昭
和
47
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

▼
助
産
師
（
10
人
程
度
）

　

昭
和
42
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
45
歳
ま
で
に
免
許

を
取
得
し
た
人

▼
看
護
師
（
10
人
程
度
）

　

昭
和
53
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
34
歳
ま
で
に
免
許

を
取
得
し
た
人

▼
理
学
療
法
士
（
若
干
名
）

　

昭
和
63
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

▼
作
業
療
法
士
（
若
干
名
）

　

昭
和
63
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

▼
管
理
栄
養
士
（
若
干
名
）

　

昭
和
63
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

※
試
験
区
分
の
う
ち
、
薬
剤
師
、

　

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

　

管
理
栄
養
士
は
資
格
を
持
っ
て

　

い
る
人
ま
た
は
平
成
29
年
度
の

　

各
種
試
験
で
資
格
取
得
見
込
み

　

の
人
、
助
産
師
は
昭
和
48
年
４

　

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
、

　

看
護
師
は
昭
和
59
年
４
月
２
日

　

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成

　

29
年
度
の
試
験
で
免
許
取
得
見

　

込
み
の
人
を
含
み
ま
す
。

◆
申
込
締
切

　

12
月
22
日
（
金
曜
）

※
郵
送
の
場
合
、
12
月
22
日
（
金

　

曜
）
必
着
と
し
ま
す
。

▼
試
験
日
程

　

平
成
30
年
1
月
21
日
（
日
曜
）

◆
試
験
会
場

　

市
立
病
院
会
議
室

▼
受
験
申
込

　

次
の
書
類
を
小
林
市
立
病
院
に

提
出
く
だ
さ
い
。

①
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書

　
（
受
験
票
・
写
真
票
含
む
）

② 

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

③
最
終
学
校
の
卒
業
（
見
込
み
・

　

修
了
を
含
み
ま
す
）
証
明
書
ま

　

た
は
卒
業
証
書
の
写
し

④
試
験
区
分
に
お
け
る
免
許
証
の

　

写
し
（
29
年
度
の
試
験
で
、
免

　

許
取
得
見
込
み
の
人
は
取
得
予

　

定
年
月
を
記
載
く
だ
さ
い
）

⑤ 

最
終
学
校
の
成
績
証
明
書
（
29

　

年
度
の
各
種
試
験
で
、
免
許
取

　

得
見
込
み
の
人
が
対
象
で
す
）

⑥
写
真
（
受
験
申
込
3
ヶ
月
以
内

　

に
撮
影
し
た
無
帽
上
半
身
正
面

　

向
き
縦
6
㌢
×
横
４
・
５
㌢
の

　

も
の
を
写
真
票
に
貼
付
く
だ
さ

　

い
）

⑦
返
信
用
封
筒
（
受
験
票
返
送
用

　

で
す
。
82
円
切
手
を
貼
っ
た
受

　

験
者
の
宛
先
を
明
記
し
た
長
形

　

3
号
程
度
の
定
形
封
筒
を
同
封

　

く
だ
さ
い
）

⑧
身
体
に
障
害
が
あ
る
人
は
、
身

　

体
障
害
者
手
帳
の
写
し

※
①
～
⑦
に
不
備
が
あ
る
場
合
は

　

受
験
で
き
ま
せ
ん
。　

◆
受
験
申
込
書
交
付
場
所

　

小
林
市
立
病
院
事
務
部（
2
階
）

※
な
お
、
郵
送
請
求
の
場
合
は
、

　

封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
受
験

　

申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

　

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先

　

明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
2
号

　

24
㌢
×
33
・
２
㌢
）
を
必
ず
同

　

封
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受

　

験
申
込
書
は
市
立
病
院
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。

◆
そ
の
他

　

試
験
科
目
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
市
立
病
院
ま
で
問
い
合
わ

せ
る
か
、
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
市
立
病
院
事
務
部

〒
８
８
６
‐
８
５
０
３

　

小
林
市
細
野
２
２
３
５
番
地
３

　

℡
23
‐
４
７
１
１
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小
林
市
地
域
防
災
計
画
の
改
定

に
あ
た
り
、
今
年
度
全
面
的
に
見

直
し
を
行
な
っ
た
計
画
改
定（
案
）

に
対
す
る
皆
さ
ま
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

◆
募
集
方
法

　

所
定
の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
等

を
明
記
の
う
え
、
直
接
持
参
、
郵

便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
く
だ
さ

い
。

◆
募
集
期
間

　

12
月
15
日
（
金
曜
）

　

～
平
成
30
年
1
月
15
日（
月
曜
）

◆
原
案
閲
覧
場
所

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
危
機
管
理
課
（
本
館
3
階
）

・
情
報
公
開
室
（
本
館
3
階
）

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

・
野
尻
庁
舎
地
域
振
興
課

・
西
小
林
出
張
所

・
紙
屋
出
張
所

●
問

・
危
機
管
理
課

　

℡
23
‐
１
１
７
５

　

１
月
17
日
（
水
曜
）
に
小
林
市

で
開
催
さ
れ
る
「
わ
け
も
ん
の
主

張
西
諸
大
会
」
で
意
見
発
表
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
要
領

◆
年
齢
要
件

　

昭
和
63
年
4
月
2
日
～
平
成
14

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◆
発
表
内
容

　

有
権
者
と
し
て
感
じ
た
政
治
・

選
挙
に
つ
い
て
、
ま
た
は
、
未
来

の
有
権
者
と
し
て
願
う
政
治
・
選

挙
に
つ
い
て
、
自
由
に
発
表
し
て

く
だ
さ
い
。（
5
分
程
度
）

◆
申
込
締
切

　

12
月
15
日
（
金
曜
）

●
申
・
問

・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

℡
23
‐
１
１
４
３

　

国
際
交
流
員
の
メ
ロ
ン
さ
ん

（
フ
ラ
ン
ス
出
身
）
が
教
え
ま
す
。

英
会
話
や
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
楽

し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

英
会
話　

◆
昼
コ
ー
ス
（
全
6
回
）

　

1
月
16
日
（
火
曜
）

　
　

～
3
月
27
日
（
火
曜
）

　

14
時
～
15
時　

▼
開
催
予
定
日

　

1
月
16
日
・
23
日
・
2
月
20
日
・

27
日
・
3
月
13
日
・
27
日

◆
夜
コ
ー
ス
（
全
6
回
）

　

1
月
17
日
（
水
曜
）

　
　

～
3
月
28
日
（
水
曜
）

　

18
時
30
分
～
19
時
30
分

▼
開
催
予
定
日

　

1
月
17
日
・
24
日
・
2
月
14
日
・

28
日
・
3
月
14
日
・
28
日

フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
知
ろ
う

◆
昼
コ
ー
ス
（
全
6
回
）

　

1
月
16
日
（
火
曜
）

　
　

～
3
月
27
日
（
火
曜
）

　

15
時
30
分
～
16
時
30
分　

▼
開
催
予
定
日

　

1
月
16
日
・
23
日
・
2
月
20
日
・

27
日
・
3
月
13
日
・
27
日

◆
夜
コ
ー
ス
（
全
6
回
）

　

1
月
17
日
（
水
曜
）

　
　

～
3
月
28
日
（
水
曜
）

　

20
時
～
21
時

▼
開
催
予
定
日

　

1
月
17
日
・
24
日
・
2
月
14
日
・

28
日
・
3
月
14
日
・
28
日

共
通
事
項

◆
開
催
場
所

　

中
央
公
民
館

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

※
高
校
生
以
上

◆
定
員

　

各
コ
ー
ス
15
人
程
度　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

12
月
26
日（
火
曜
）

●
問

・
社
会
教
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
２

21 KOBAYASHI 2017.12

～一般書籍～

『酒が仇と思えども』
著者：中島　要
発行：祥伝社

～児童書～

『ちいさなあなたがねむる夜』
文：ジーン・Ｅ・ペンジウォル

絵：イザベル・アルスノー
訳：河野　万里子
発行：西村書店

～一般書籍～

『落ちない汚れをラクに
落とす掃除術』

著者：茂木　和哉
発行：主婦と生活社

今月の
おすすめ
図書

小林市立図書館

お
母
さ
ん
の
語
る
お
話
の

世
界
が
、
子
守
歌
の
よ
う
に

優
し
く
耳
に
残
る
一
冊
で
す
。

市
立
図
書
館

采う
ね
め女
み
づ
え
さ
ん

小
林
市
病
院
企
業
職
員

採
用
試
験
（
第
3
回
）

小
林
市
地
域
防
災
計
画

改
定
（
案
）
に
対
す
る

意
見
募
集

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

▼▼
講
座
・
催
し

メ
ロ
ン
さ
ん
の
外
国
語

教
室
（
無
料
）

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１7 年　12 月１日号おしらせ２０１7 年　12 月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ

「
わ
け
も
ん
の
主
張
西

諸
大
会
」
発
表
者

　10 月 21 日、新しく道場を開きまし
た。小・中学生の生徒を募集していま
す。柔道に興味がある人は、ぜひ見学
に来てみませんか。初心者も大歓迎で
すので、気軽に連絡ください。
◆日時　毎週火・木・土
　　　　18 時～ 19 時 30 分
◆場所　武則館道場（南西方 2048-1）
●問　寺田たたみ店
　　　℡ 23‐2688

サークル紹介

武
ぶ そ う か ん

則館（柔道）



◆
日
時

　

平
成
30
年
1
月
4
日
（
木
曜
）

　

11
時
開
会
（
受
付
：
10
時
～
）

◆
場
所　

ガ
ー
デ
ン
ベ
ル
ズ
小
林  

◆
申
込
先

・
Ｊ
Ａ
こ
ば
や
し
企
画
管
理
課

　

℡
23
‐
１
３
１
３

・
小
林
商
工
会
議
所

　

℡
23
‐
４
１
２
１

・
市
企
画
政
策
課

　

℡
23
‐
３
４
７
０

※
会
費
を
添
え
て
申
込
く
だ
さ
い
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
申
込
受
付
期
間

　

11
月
20
日
（
月
曜
）

　
　

～
12
月
15
日
（
金
曜
）

◆
会
費　

２
０
０
０
円

●
問

・
Ｊ
Ａ
こ
ば
や
し
企
画
管
理
課

　

℡
23
‐
１
３
１
３

　

平
成
30
年
1
月
31
日
ま
で
、
胃

が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
前

立
腺
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
、
乳
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん

検
診
、
国
保
特
定
健
康
診
査
、
国

保
節
目
健
康
診
査
、
長
寿
健
康
診

査
な
ど
を
、
西
諸
管
内
医
療
機
関

で
実
施
中
で
す
。
今
年
度
受
診
を

希
望
し
て
い
る
方
で
未
受
診
の
方

は
、
医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
集

団
検
診
で
受
診
済
み
の
方
は
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
そ
の
他

　

各
種
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
が
届
い
て
い
た
方
で
未
受
診

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診

く
だ
さ
い
。
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効

期
限
も
平
成
30
年
1
月
31
日
ま
で

で
す
。

●
問

・
健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３

　

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
小
林

朗
読
友
の
会
」
で
は
、
視
覚
障
が
い

者
の
方
へ
「
広
報
こ
ば
や
し
」、「
お

知
ら
せ
」、「
は
な
み
ず
き
（
議
会
だ

よ
り
）」
な
ど
を
音
訳
し
た
Ｃ
Ｄ
を

制
作
し
、
郵
送
し
て
い
ま
す
。
家
族
、

知
人
、
友
人
で
視
覚
障
が
い
者
の
方

が
い
ま
し
た
ら
Ｃ
Ｄ
の
利
用
を
す
す

め
て
い
た
だ
き
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
問
・
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23
‐
３
４
６
６

　

イ
ベ
ン
ト
や
新
サ
ー
ビ
ス
・
商
品

発
表
な
ど
の
情
報
を
、
報
道
機
関
に

提
供
し
た
い
人
は
、
市
の
記
者
ク
ラ

ブ
に
所
属
し
て
い
る
報
道
機
関
に
一

斉
に
情
報
提
供
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
・
地
方
創
生
課

　

℡
23
‐
１
１
４
８
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地域おこし協力隊通信

　アウトドアアクティビティを観光に生かす仕
組みづくりに取り組んでいます。生駒、須木は
特に清流や山並み、花木などすばらしく、夜に
なると、光が少ないので星も多く観察できます。
今後、展開する食と観光、アウトドアのグリー
ンツーリズムに期待してください！また、IT
関連の仕事をしてきた経験を生かして、情報発
信や小林ではあまり行われていない小学生以上
を対象としたプログラミング教室を視野に入れ
ています。

小
林
は
、
山
も
川
も
近
く

ア
ウ
ト
ド
ア
好
き
に
は

た
ま
り
ま
せ
ん
！

竹
た け か わ

川 真
ま さ ふ み

文 隊員

23 KOBAYASHI 2017.12

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変

更
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
申
請
受
付
期
間

　

12
月
28
日
（
木
曜
）
ま
で

◆
申
請
先

・
農
業
振
興
課
（
本
館
2
階
）

・
須
木
庁
舎
地
域
整
備
課
（
須
木

　

庁
舎
2
階
）

・
野
尻
庁
舎
地
域
整
備
課
（
野
尻

　

庁
舎
1
階
）

◆
変
更
申
請
の
要
件

　

農
用
地
（
青
地
）
を
除
外
す
る

と
き
は
「
農
業
振
興
地
域
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
具

体
的
・
緊
急
的
な
事
業
計
画
が
あ

り
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
要
件
を

全
て
満
た
す
場
合
に
限
り
ま
す
。

◆
申
請
書
配
布
場
所

　

農
業
振
興
課
（
本
庁
）、
地
域

整
備
課
（
須
木
庁
舎
・
野
尻
庁
舎
）

※
不
明
な
点
は
農
業
振
興
課
に
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問

・
農
業
振
興
課

　

℡
23
‐
０
３
０
０

・
須
木
庁
舎
地
域
整
備
課

　

℡
48
‐
３
１
３
１

・
野
尻
庁
舎
地
域
整
備
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

◆
休
館
期
間

　

12
月
29
日
（
金
曜
）

　

～
平
成
30
年
１
月
４
日（
木
曜
）

※
期
間
中
に
館
内
整
理
日
に
よ
る

　

休
館
を
含
み
ま
す
。
新
年
１
月

　

５
日
（
金
曜
）
か
ら
皆
様
の
来

　

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問

・
市
立
図
書
館

　

℡
22
‐
７
９
１
３

　

市
で
は
、
自
主
財
源
確
保
の
た

め
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

◆
広
告
の
位
置

　
「
く
ら
し
」
と
「
観
光
」
の
ペ
ー

ジ
の
下
部

◆
広
告
掲
載
料　

・
事
務
所
を
市
内
に
有
す
る
企
業

　

月
額
５
千
円
（
税
込
）

・
事
務
所
を
市
内
に
有
し
な
い
企 

　

業　

月
額
１
万
円
（
税
込
）

◆
申
込
用
紙
配
布
場
所

　

地
方
創
生
課

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◆
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
バ
ナ
ー
原
稿
を
添
え
て
地

方
創
生
課
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

随
時

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い

●
申
・
問

・
地
方
創
生
課

　

〒
８
８
６
‐
８
５
０
１

　

小
林
市
細
野300

番
地

　

℡
23
‐
１
１
４
８

農
振
除
外
（
農
用
地
区

域
か
ら
の
除
外
）
な
ど

の
申
請
受
付

市
立
図
書
館

年
末
年
始
の
休
館

やっぱい元気がよか！

フロントランジで筋力アップ

　このコーナーでは、介護予防につながる、
簡単な運動や情報を紹介します !
●問＝長寿介護課　℡ 23‐1140

　今回紹介する運動は、股関節周りの筋
肉を意識して行う「フロントランジ」です。
①両手を腰に置いた姿勢から、片方の足
　を大きく前に踏み出します。
②前後に開いた両脚でバランスよく体を
　支えながら、可能な限り上体を沈み込
　ませます。このときに、上体を曲げな
　いようゆっくり行うことがポイント！
この運動は、太ももの裏やふくらはぎの
筋肉が鍛えられ、バランスを取るため柔
軟性のアップも図れます。バランスが不
安定な方は、横に椅子を置き手を添えて、
無理のないよう行いましょう。

【
文/

写
真
】

長
寿
介
護
課
作
業
療
法
士

田た
な
か中　

美み
ゆ
き幸

さ
ん

新
春
賀
詞
交
歓
会

▼▼
保
健
・
福
祉

各
種
が
ん
検
診
、
特
定

健
康
診
査
等
を
医
療
機

関
で
実
施
中

▼▼　
案　

内

広
報
紙
な
ど
の
音
訳
CD

を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　災害や身近な防犯情報
をお届けする「小林市防
災・防犯メール」。登録希
望の人は、携帯電話やス
マートフォンのカメラ機
能で、右の QR コードを
読み取り、受信メールに
従い登録をお願いします。
登録したのに、メールが届かない人は、防災メー
ルなどを受信できない設定になっている場合が
考えられます。「city.kobayashi.lg.jp」からの
メールを受信できるよう携帯電話から設定する
か、最寄りの携帯電話の販売店にて受信設定を
行ってください。
●問　危機管理課　℡ 23‐1175

防災や防犯に役立つ情報届けます
小林市防災・防犯メール

QR コード

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１7 年　12 月１日号おしらせ２０１7 年　12 月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ

  

情報提供者などに謝礼金
空き家バンク登録受付中

　市では、移住希望者などに、登録さ
れた空き家情報を提供する「空き家バ
ンク制度」を設けています。不動産会
社に取引を依頼されていない売買・賃
貸できる空き家を持っていて、空き家
バンクへの登録を希望する人は、気軽
に連絡ください。
　また、情報提供者に５千円、所有者に
５千円を支払う謝礼金制度もあります。
詳しくは、地方創生課まで問い合わせく
ださい。
◆空き家の改修補助＝空き家の改修など
　（賃貸借契約締結後）に対する補助制
　度もあります（上限 50 万円）。
●問＝地方創生課　℡ 23‐1148

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

バ
ナ
ー
広
告

報
道
機
関
へ
の

情
報
提
供
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てなんど小林プロジェクト

http:tenandopro
ject.com

驚
い
た
と
き
に
出
る
言
葉
と
い
え
ば
こ
れ
。

み
ん
な
も
言
っ
て
み
よ
う
。

「
ン
ダ
モ
シ
タ
ー
ン
！
（
語
尾
を
高
く
）」

ん
だ

も
し
た
ん
！

←プロジェクトの
詳細はサイトをチ

ェック

標準語化計画

n i s h i m o r o
- b e n

てなんど小林プロジェクト

http:tenandopro
ject.com

←プロジェクトの
詳細はサイトをチ

ェック

「わい」＝「あなた」。 「おい」＝「わたし」。

噛まずに言えたら、 立派な西諸人。

　　「わいがおいに
わいっちゅうで

おいもわいにわいっ
ちゅうとよ。

わいがおいにわいっ
ちゅわんければ

おいもわいにわいっ
ちゅわんとよ。」

標準語化計画

n i s h i m o r o
- b e n

←プロジェクトの
詳細はサイトをチ

ェック

標準語化計画

n i s h i m o r o
- b e n

てなんど小林プロジェクト

http:tenandopro
ject.com

ぴ
。

「
ぴ
」＝「
ト
ゲ
」。
ふ
い
に
襲
っ
て
く
る
ぴ
の
悲
劇
。

標準語化計画

n i s h i m o r o
- b e n

ぬ
り
が
よ
。

「
ぬ
り
」＝「
ぬ
る
い
」。
焼
酎
が
ぬ
り
と
怒
る
親
。

ジ
ュ
ー
ス
が
ぬ
り
と
怒
る
子
。
ま
さ
に
子
は
親
の
鑑
。

てなんど小林プロジェクト
http:tenandoproject.com

←プロジェクトの詳細はサイトをチェック

標準語化計画n i s h i m o r o - b e n

西諸弁ポスター素材写真コンテスト
～あなたの一枚が西諸弁ポスターに～

　「てなんど小林プロジェクト」では、小林市の魅力を日本全国、世界に発信すること、市独自の風景、文化や伝統
などを後世に残していくことを目的に PR 動画や西諸弁ポスター制作など、さまざまな事業を行っています。なかで
も西諸弁ポスターは郷土の方言を市内外問わずたくさんの人に親しんでもらうために作成しています。今回は、皆さ
んと一緒に作る「西諸弁ポスター写真コンテスト」を開催します。ご応募をお待ちしています。

12  1       ～ 30  1  19応募
期間

てなんど小林プロジェクト

賞金１万円+西諸弁ポスター A2サイズ（額入り）

賞 / ７部門ごとに賞を設けます

応募要件 / 詳しくは小林市ホームページ、てなんど小林ウェブサイトをご覧ください。
●応募方法＝「てなんど小林プロジェクト」のサイト内に公開する（12 月１日予定）西諸弁ポスター写真コンテス
トの応募フォームから応募ください。●応募資格＝誰でも応募できます。●条件＝デジタルデータ及び現像した写真
も受け付けます。撮影機材は問いませんが、印刷に適したサイズで応募ください。撮影時期も問いません。●注意事
項＝ウェブサイトに掲載している募集要項をよく読んでから応募ください。

　応募作品で、個人宅などでの観賞用として掲示す
ることを目的とする場合、抽選で応募者 20 人に西
諸弁ポスター（A4サイズ）をお渡しします。

＜参加賞＞

※応募作品によって、テーマに即していない、また
　はポスターとして適さないなどの場合は、部門に
　よって優秀作品が選定されない場合があります。

＜優秀賞（各部門１本）

テーマ / 言葉にあった写真を投稿！
　次の７つの言葉にあった写真を投稿ください。応募は、
１人につき１テーマ１作品で、２テーマまで応募できます。
※⑦を選択した場合は、「西諸弁ポスター写真コンテスト」
　の募集要綱に記載されているこれまでに発表されたポス
　ターの言葉と異なる西諸弁と写真を投稿ください。

＜テーマ＞かっこ内は言葉の意味
①いしちゃ（急な冷たさを感じるさま）②おんじょんぼ（年
季の入った夫婦）③おぜ（怖い）④ずんだれ（着ている服
などがだらしなくたれているさま）⑤てのっせ（一緒に）
⑥いたしっばれ（披露宴。その後の宴会）⑦自由枠

アメリカのクリスマスは大きなイベントです。家
族、友人とディナーをしたり、ライトアップをし
ている家や特別にライトアップした場所を見に
行ったりして一緒に過ごします。子どもたちは（大
人の中にも）クリスマスプレゼントをもらいます
が、家族、友人や大切な人達と一緒にいることが
クリスマスの主な過ごし方です。

Christmas in 
the USA is a 
big event. We 
spend it with 
our families 
and friends, 
have dinner 
together, and 
sometimes go and see Christmas lights on 
people's homes or at special locations. Some 
children (and even some adults) do get 
presents, but the main point of Christmas is 
to be with family, friends, and loved ones.

ALT の『英語コラム』

Christmas　
クリスマス

『力を合わせて』

生活支援コーディネーター　～みんなで一緒に地域づくり！～　

『長寿介護課』編

今後高齢者が増加する現状に対
応するため、住み慣れた地域で
その人らしい暮らしを続けられ
るよう、医療・介護・生活支援
などが提供される『地域包括ケ
アシステム』を進めています。
この活動を推進するために生活
支援コーディネーター４名を配
置しています。
生活支援コーディネーターは、
地域の集いの場などに伺い、地
域の現状や困りごとを把握し、
今後の地域づくりを支援する活
動を行っています。困りごとが

あるときやコーディネーターを
見かけたときは遠慮なくお声か
けください。
また、来年３月には地域づくり
についての講演会も予定してい
ます。市民の皆様と一緒に地域
を盛り上げていきますのでご協
力お願いします。

市 役 所 × 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー × 社 会 福 祉 協 議 会

主な取組内容

地域に不足するサービス創出といっ
た資源開発、関係者間のネットワー
ク構築、地域の困りごととサービス
提供者との活動マッチングなど。

みんなで一緒に地域づく

りを進めましょう！

　フランスはファッションの国だとよく言われ
ます。高級ブランドのディオールやシャネルは
パリで生まれて、パリの人はみんなそういう服
を着るようなイメージがあります。他にも、日
本では、フランスの女性は 10 着しか持たない
と思っているとよく聞きます。でもそのような
ことはないです。フランスの多くは、H&M や
ZARA のようなファストファッションのお店
で買い物して、毎年服をよく買います。ただ、
フランス人の違うところは、あまりカラフルな
色は着ないです。クラシックな黒やベージュや
灰色を着る人が多いです。あまりキラキラな
セーターを着たりや靴を履いたりしないです。 

『メロンばなし』

フランス人は服を 10 着以上持っています

10 月 31 日、各地域で行った支え合いマッ
プづくりについて、それぞれの現状と課題な
ど報告しながら情報交換を行いました。

～チャールズ先生～

問：地方創生課（℡ 23-1148）

月 （金） （金）日 月 日年

募集中！



　リサイクル日程　

生活環境課　 　℡ 23-8122
小林市清掃工場 ℡ 24-0959
須木住民生活課 ℡ 48-3132
野尻住民生活課 ℡ 44-1100

区・組 （曜日）

区
12
月

１
月

水流迫、東方 1・2 1 9
真方１・２・３ 4 5

南西２・３、通り町 5 10
南西１の西、南西４

本町、新生町
6 10

南西１の東、
種子田

7 11

北西１・３、緑町 8 12
北西２、坂元 12 16

西町１・２・３
南島田

11 15

仲町、永田町、
後川内

13 17

細野２・３、
南真方

14 18

細野１、南真方西 21 25
南真方東、

上町、上町西
22 26

上町中、上町東、
上町北

26 30

西堤、南堤 27 31
北堤 28 31

野尻地区
（第 3 日曜）

17 21

須木地区
（第４日曜）

24 28

今月の　これは何ごみ？

「うちわ」
答えは左のページ。

26

くらし　１２月１０日～１月９日

●人権・行政・なやみごと相談　 市民課　℡ 23-1141

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

12

12 火 人権・行政・なやみごと 東館１階相談室

10：00 ～ 15：0019 火 人権・なやみごと 東館１階相談室

26 火 人権・なやみごと 東館１階相談室

1
4 木 人権・行政・なやみごと 野尻町保健福祉センター

10：00 ～ 15：00
9 火 人権・行政・なやみごと 須木総合ふるさとセンター

●納付・納税・年金　　ほけん課 ℡ 23-0116　税務課 ℡ 23-0115　市民課 ℡ 23-1112

種　類 月　日 場　所 時　間 備　考
休日納付・納税相談窓口 12 月 17 日（日） ほけん課・税務課窓口 8：30 ～ 17：15 ※ 毎月第 3 日曜日

年金移動相談 ※要予約 12 月 21 日（木） 市役所本館 1 階 相談室 10：00 ～ 15：00 予約 : 都城年金事務所

都城年金事務所　℡ 0986-23-2571

　こころの電話相談　
ひとりで悩まないで！　誰かに話してみませんか？
毎週月曜日　20：00 ～ 22：00
●問：NPO 法人こばやしハートム 27-1850電話番号は

●障がい者相談員による定期相談会　 福祉課　℡ 23-0111

月　　日 会　場 時　間

12 月 17 日　（日） 八幡原市民総合センター 13：00 ～ 16：00

●わかちあいの会（自死遺族のつどい）　 小林保健所　℡ 23-3118

月　　日 会　場 時　間
12 月 28 日（木） 小林保健所 13：00 ～ 15：00

　農地移動申請　
場所　農業委員会事務局
時間　8：30 ～ 17：15
受付開始日　12 月 11 日（月）
受付締切日　12 月 15 日（金）

　これは何ごみ？答え　
写真のようなプラスチック
製のものは、そのまま燃や
さないごみで出してくださ
い。 ま た、 竹・ 紙 製 の も の
は燃やすごみとして出して
ください。
問：清掃工場（℡ 24‐0959）

　税・保険料の納付期限
※納期限は 12 月 25 日（月）です。

固定資産税・都市計画税（4 期）

国民健康保険税・介護保険料（7 期）

後期高齢者医療保険料（6 期）

　その他
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●けんしん相談会
健診を受診した人が対象の健康相談。健診結果を持っている人は当日持参ください。

月　　日 会　場 申し込み先

12 月 26 日（火） 小林市保健センター 完全予約制
23‐0323

　すこやかカレンダー　 　健康推進課　　℡ 2 3 - 0 3 2 3

　日曜祝日在宅当番医（原則として 9 時から 17 時）　
月 日 曜 在　宅　医 電話番号　

12

10 日
小林保養院 22-2836 

二口子供医院 22-5885 

17 日
池田病院  23-3535 

野尻中央病院  44-1141 

23 土 たなか循環器内科クリニック  23-1115 

24 日
上田内科  23-3377 

立山整形外科医院  22-1717 

31 日
近藤内科クリニック 22-4367 

花田耳鼻咽喉科  24-5100 

1

1 月 池井病院  23-4151 

2 火
整形外科フレンドクリニック  22-3132 

ひろた内科クリニック  25-0550 

3 水 西小林診療所  27-1034 

7 日 宮崎医院  22-2841 

8 月
前田内科医院  22-5802 

針貝眼科医院  22-2322 

※変更になる場合もありますので、各医療機関にご確認ください。

● 育児・親子健康日程　 
種　類 月　　日 時　間 会　場

妊婦健康相談
母子健康手帳発行

毎週月曜
（祝日除く） 9：00 ～ 11：30

小
林
市
保
健
セ
ン
タ
│

もぐもぐクッキング 12 月 20 日（水） 受付・要予約
13：45 ～ 14：00

歯っぴー教室 12 月 19 日（火） 受付・要予約
13：00 ～ 13：30

●健康相談

月 日 曜 種　類 会　場 時　間
12 21 木 まちかど健康相談 小林市役所 10：00 ～ 12：00

● にこにこ運動教室（13：30 ～ 15：30）
問：社会福祉協議会野尻支所℡ 44-1206

場　所 12 月 1 月
野尻町保健福祉センター 19 日（火）、26（火） 9 日（火）
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日本神話の郷 霧島岑神社
みね

小林市細野（夷守）4937

（細野中より南へ1.2km直進）

社務所　　  0984‐23‐0855
宮司携帯　090‐3735‐9954

Tel
Fax

霧島岑神社
みね

日本神話の郷
まこてよかとこじ

ゃっど
まこてよかとこじ

ゃっど！

チラシ、伝票、はがき、封筒、シール、ラベル、
名刺、パンフレット、ポスター、チケット、
掛紙、包装紙、カレンダー、カルテ、冊子、
賞状、ステッカー、タオル、のぼり、垂れ幕、
写真撮影、ポイントカード、メニュー表、
Ｔシャツデザイン　　　　　　　　…etc

株式
会社
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西諸弁ポスター
素材写真コンテスト

写真／こばやし冬まつり（駅南公園のイルミネーション）


